
CTR Seminar Series 2018 in 東京  - Tourism and SDGs -

2018年

８月 10日（金）15:00 ～17:30

主催　和歌山大学 国際観光学研究センター（CTR）
共催　和歌山大学 観光学部
後援　スポーツ庁（予定）、観光庁、日本スポーツツーリズム推進機構
　　　和歌山大学観光学部同窓会「飛耀会」、
　　　和歌山大学経済学部同窓会「柑芦会」東京支部

基調講演「 ポスト 2020年に向けたスポーツ都市戦略 」

パネルディスカッション「 スポーツツーリズム最前線
　－ IT を活用したポスト2020年のスポーツ都市戦略を考える 」

講師 原 田 宗 彦
早稲田大学スポーツ科学学術院　教授

スポーツ ツーリズム３
～メガイベントが日本社会を変える～

スポーツ ツーリズム３
～メガイベントが日本社会を変える～

定員 100名 参加費 無料 ※ 事前の申し込みが必要です。裏面をご参照ください。

フクラシア品川クリスタルスクエア（港南口）３階 会議室Ｇ
（〒108-0075東京都港区港南1-6-41  　＊JR品川駅港南口／京浜急行品川駅から徒歩8分）

モデレーター 伊 藤 央 二 和歌山大学国際観光学研究センター　研究員、 
Tourism & Sports ユニット　サブリーダー／
同 観光学部　准教授

パネリスト コメンテーター 原 田 宗 彦押 見 大 地 東海大学体育学部
スポーツ・レジャーマネジメント学科　
講師

山 下 真 輝 株式会社 JTB総合研究所　主席研究員

2018年

８月 10日（金）15:00 ～17:30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（受付 14:30 ～）

Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）#11：住み続けられるまちづくりを

CTR Seminar Series 2018 in 東京  - Tourism and SDGs -
観光教育研究セミナー 2018 Vol.1 in 東京観光教育研究セミナー 2018 Vol.1 in 東京



CTR Seminar Series 2018 in 東京   - Tourism and SDGs -
国連の掲げる「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に観光を通じて貢献していく―― 
和歌山大学国際観光学研究センターは、健全で持続可能な社会の発展に寄与するというミッションの下、観光学研究を推進しています。
2018年度は「観光と SDGs」を年間テーマとして、さまざまなセミナーを開催します。
今回は「SDGs #11：住み続けられるまちづくりを」に基づき、ポスト2020年のスポーツ都市戦略について考えます。

プログラム
14:30　受付開始・開場
15:00　開会挨拶　伊 藤 央 二（和歌山大学国際観光学研究センター　研究員／ Tourism & Sports ユニット　サブリーダー、
　　　　　　　　　　　　　　　　　同 観光学部　准教授）
15:10　基調講演　

「ポスト 2020 年に向けたスポーツ都市戦略」　
　　　　　原 田 宗 彦（早稲田大学スポーツ科学学術院　教授）
16:10　休憩
16:25　  パネルディスカッション
　　　　「スポーツツーリズム最前線－IT を活用したポスト 2020 年のスポーツ都市戦略を考える」
　　　　　パネリスト　　：　押 見 大 地（東海大学体育学部スポーツ・レジャーマネジメント学科　講師）
　　　　　　　　　　　　　　山 下 真 輝（株式会社 JTB 総合研究所　主席研究員）
　　　　　コメンテーター：　原 田 宗 彦
　　　　　モデレーター　：　伊 藤 央 二
17:30　閉会挨拶　加 藤 久 美（和歌山大学  国際観光学研究センター長、同 観光学部　教授）

参加申込方法
Ｅメールでのみ、参加申し込みを受け付けます。
本文に「お名前」「ご連絡先電話番号」をご記入のうえ、
右記アドレスまでお申し込みください。

＊ 参加申込期日：2018年８月３日（金）17時

参加申込・お問い合わせ先
和歌山大学  国際観光学研究センター
〒640-8510和歌山市栄谷930 西 1号館１階
TEL/FAX：073-457-7025
E-mail：info-ctr@center.wakayama-u.ac.jp
HP：http://www.wakayama-u.ac.jp/ctr/

基調講演　講師紹介

原 田 宗 彦 （はらだ むねひこ）
早稲田大学スポーツ科学学術院　教授
1954年大阪生まれ。ペンシルバニア州立大学博士課程修了。鹿屋体育大学助手を経て大阪体育大学教授。フルブ
ライト上級研究員（テキサスA&M大学）を経て現在は早稲田大学スポーツ科学学術院教授。役職として日本スポー
ツマネジメント学会会長、一般社団法人 日本スポーツツーリズム推進機構代表理事、公益社団法人 日本スポーツ
健康産業団体連合副会長、日本トライアスロン連合顧問、Ｊリーグ参与等を務める。著書として「スポーツ産業論
第6版」（編著）、「オリンピックマーケティング」（監訳）、「スポーツマーケティング」（編著）「スポーツ・ヘルス
ツーリズム」（編著）「スポーツイベントの経済学」（単著）「スポーツ都市戦略」（2016年度不動産協会賞受賞）他多数。

パネリスト紹介
押 見 大 地 （おしみ だいち）
東海大学体育学部スポーツ・レジャーマネジメント学科　講師
1981年東京生まれ。早稲田大学卒業後、株式会社 JTB首都圏に勤務。退社後、早稲田大学スポーツ科学研究科修士・博士後期課程修了（博士）。早稲田大学
スポーツ科学学術院助手・助教、オタワ大学客員研究員を経て、現在、東海大学体育学部スポーツ・レジャーマネジメント学科講師。専門はスポーツマネジ
メント、スポーツマーケティングで、スポーツ消費者行動やスポーツイベントが開催地域にもたらすインパクトなどを研究。公益社団法人 スポーツ健康産業
団体連合会事業部会委員、スポーツマネジメント研究編集委員などを務める。著書には「Jリーグマーケティングの基礎知識」（共著、創文企画）、「スポーツ
産業論（第6版）」（共著、杏林書院）、「よくわかるスポーツマーケティング」（共著、ミネルヴァ書房）など。

山 下 真 輝 （やました まさき）
株式会社 JTB総合研究所　主席研究員
JTBグループが全社で推進する観光を基軸とした地域活性化事業として立ち上げた「地域交流プロジェクト」を JTB本社で推進するべく、全社戦略の策定や
人財育成に取組み、観光庁、経済産業省、文科省等の中央省庁における観光立国に関する様々な政策にも関わっている。また全国各地から講演会やパネルディ
スカッションの出演依頼も多数あり、全国各地の観光地域づくりや６次産業化に関するセミナーやシンポジウムにおける講演活動や観光人材育成講座の講師
や一般社団法人 日本スポーツツーリズム推進機構における観光地域づくり委員会委員長など観光分野の各種委員を多数務めている。内閣官房地域活性化伝道
師として全国各地の観光振興のアドバイスも行っている。2018年 4月より現職。


